
古代の土木

(土のう) (土塊)

(突棒)
(高さを重視した古墳)

～古代の土木技術と前方後円墳等の築造～

(客土)

(C-D)

(CD) (AB) (P)

(AP) (AB)

日葉酢媛陵、箸墓古墳、
神功皇后陵、成務陵 他

応神陵、垂仁陵、崇神陵、
コナベ古墳 他

仁徳陵、反正陵、ウワナベ古墳、
五条野丸山古墳 他
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(内濠、外濠)

（1.4万トン）

(1日のあたり、ピーク時で２０００人)、
(1日のあたり、ピーク時で60人)

(昭和60年当時の貨幣価値)

(16マス)

(昭和１２年)

(大山古墳) 中国河北省望都県の漢代の墓
から出土した石製棋盤(16マス)
(「図説世界文化史体系」中国(1)より)

てこを利用して巨石を持ち上げる方法
(京都帝国大学文学部 考古学研究報告 1937, 
14: 71-81)
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(南北960m、東西560m)

(ひがしひ 水を流
す管) （推古24）

（天平3）
(植物の葉、枝、樹皮な

どを敷き並べながら土を積みあげる)
(導管)

敷葉工法(奈文研ブログ（１３９）古代の
軟弱地盤工法より)

(７０１年)

(821年)

(1995)
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